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主 催：公益社団法人日本工学会 技術倫理協議会 
 
【協議会会員】公正研究推進協会、電気学会、電子情報通信学会、土木学会、日本化学会、 

日本機械学会、日本技術士会、日本原子力学会、日本建築学会、 

日本工学教育協会、日本非破壊検査協会、日本マリンエンジニアリング学会 

 

  



 

 

 

日本工学会 技術倫理協議会 第 21 回公開シンポジウム 
 

 

日 時：2025年 12月 8日（月）13:00～17：00 

形 式：オンライン（Zoomウェビナー） 

 

プログラム： 

＜社会受容性のあるAIエージェント実現に向けた倫理＞ 
 

総合司会：平田 京子 氏（技術倫理協議会 幹事/ 

日本女子大学 教授） 

時間 演  題 登 壇 者 

13:00-13:１0 開会挨拶 石川 孝重 氏 
技術倫理協議会 議長/ 

日本女子大学 名誉教授 

13:10-13:50 

【講演 1】 

「情報倫理学の延長線上で AI

エージェントの倫理を考え

る」 

神崎 宣次 氏 
南山大学国際教養学部 

国際教養学科 教授 

13:50-14:30 

【講演 2】 

「生成 AI のしくみと倫理的側

面」 

北原 義典 氏 東京農工大学 名誉教授 

14:30-14:40 休  憩   

14:40-15:20 

【講演 3】 

「人工知能がある社会におけ

る人工知能と人間の関係の

あり方」 

武田 英明 氏 

国立情報学研究所 

情報学プリンシプル研究系 

研究主幹/教授 

15:20-15:30 休  憩   

15:30-17:00 

パネルディスカッション 

パネリスト：神崎 宣次 氏、北原 義典 氏、武田 英明 氏 

コーディネーター：森下 壮一郎 氏（技術倫理協議会 委員/ 

（株）サイバーエージェント学際的情報科学センター リサーチャー） 

■ プログラムの内容は予告なく変更される場合があります。あらかじめご了承ください。 

 



【講演 1】 

情報倫理学の延長線上でAIエージェント

の倫理を考える 

神崎 宣次    

 



情報倫理学の延長線上で 
AIエージェントの倫理を考える 

神崎宣次 (南山大学)
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「社会受容性のあるAIエージェント実現に向けた倫理」 





越智貢・土屋俊・水谷雅彦 編 (2000) 
『情報倫理学: 電子ネットワーク社会のエチカ』ナカニシヤ出版. 

https://www.nakanishiya.co.jp/book/b134033.html 

https://www.nakanishiya.co.jp/book/b134033.html


水谷雅彦・越智貢・土屋俊 編 (2003)『情報倫理の構築』新世社. 
https://www.saiensu.co.jp/search/?isbn=978-4-88384-047-2&y=2003#index 

https://www.saiensu.co.jp/search/?isbn=978-4-88384-047-2&y=2003#index


「情報倫理の構築(FINE)」プロジェクト 
1998-2003 

• 日本学術振興会 平成10年度未来開拓学術研究推進事業の
研究プロジェクト 

• 委託先機関: 京都大学、千葉大学、広島大学 

• http://www.ethics.bun.kyoto-u.ac.jp/fine/

http://www.ethics.bun.kyoto-u.ac.jp/fine/


倫理学者の観点からみると…

• コンピュータ倫理学などもあった 

• 情報の所有権・財産権、機械の自律性に伴う問題・責任、
(情報)技術者の専門職倫理など、関連する話題は前々から
論じられてきている 

• 情報倫理の構築プロジェクトでも、情報に関連する倫理
問題はインターネットの普及とともに始まったのではな
いというスタンスだった



AIエージェントの諸定義 1
• 「AI エージェントは、AI を使用してユーザーの代わりに目標を追求し、タスクを完了させ
るソフトウェア システムです。推論、計画、メモリーが可能であることが示されており、
意思決定、学習、適応を行うレベルの自律性を備えています。」(https://
cloud.google.com/discover/what-are-ai-agents?hl=ja) 

• 「人工知能 (AI) エージェントは、環境と対話し、データを収集し、そのデータを使用して
自己決定タスクを実行して、事前に決められた目標を達成するためのソフトウェアプログ
ラムです。目標は人間が設定しますが、その目標を達成するために実行する必要がある最
適なアクションは AI エージェントが独自に選択します。」(https://aws.amazon.com/jp/
what-is/ai-agents/) 

• 「AIエージェントとは、ワークフローを設計し、利用可能なツールを活用することで、ユー
ザーまたは別のシステムに代わってタスクを自律的に実行できるシステムまたはプログラ
ムです。」(https://www.ibm.com/jp-ja/think/topics/ai-agents) 

• 「AIエージェントとは、ユーザーに代わって目標達成のために最適な手段を、自律的に選
択してタスクを遂行するAIの技術です。」(https://www.softbank.jp/business/content/
blog/202412/what-is-ai-agent)



プリンシパル ー エージェント 

• Specifically, we argue that looking at the role and function of AI 
agents through the lens of principal-agent relationships offers a 
more actionable perspective in business and organizational contexts. 

• The principal-agent framework, as traditionally defined in economic 
and organizational theory, describes a relationship where the 
principal delegates tasks to the agent, who acts on the principal’s 
behalf. Applying this lens to AI agents emphasizes intelligent agents 
working for humans and their role as systems designed to fulfill 
specific objectives while operating within human-defined constraints. 
From this perspective, AI agents function as intermediaries that 
balance autonomy with alignment to organizational goals.

Mohammad Hossein Jarrahi & Paavo Ritala (2025) Rethinking AI Agents: A Principal-Agent Perspective. 
California Management Review. https://cmr.berkeley.edu/2025/07/rethinking-ai-agents-a-principal-agent-perspective/

https://cmr.berkeley.edu/2025/07/rethinking-ai-agents-a-principal-agent-perspective/


プリンシパル ー エージェント cont.

• While AI agents of the future are expected to achieve 
full autonomy, this is not always feasible or desirable in 
practice. Therefore, to act efficiently and responsibly, AI 
agents must strike a balance between autonomy and 
human oversight. Unlike fully autonomous systems, the 
principle of guided autonomy is about giving agents the 
leeway to execute decisions within defined boundaries 
of delegation. This approach provides a clear framework 
within which the agent operates, reducing risks 
associated with unrestrained autonomy when AI agents 
may face unknown unknowns. 

Mohammad Hossein Jarrahi & Paavo Ritala (2025) Rethinking AI Agents: A Principal-Agent Perspective. 
California Management Review. https://cmr.berkeley.edu/2025/07/rethinking-ai-agents-a-principal-agent-perspective/

https://cmr.berkeley.edu/2025/07/rethinking-ai-agents-a-principal-agent-perspective/


プリンシパル ー エージェント cont.
• Similarly as in human principal-agent relationships, AI systems require 
mechanisms to ensure their actions are safe, predictable, and 
accountable. However, generative AI foundation models often exhibit 
surprising performances that can be unpredictable, inconsistent, and even 
erratic. While they may be useful for simple tasks, these behaviors can 
prove catastrophic for more critical organizational processes, particularly 
when autonomous execution is concerned. A useful strategy is to combine 
these models with rule-based control mechanisms and structured 
reasoning to mitigate the erratic behavior of generative AI systems, which 
may include not only hallucinations but even deceptive actions. As AI 
pioneer Yoshua Bengio recently noted, “The good news is that if we build 
non-agentic systems, they can be used to control agentic systems.” 

• 技術の活用による、技術に由来する不確実性の低減

Mohammad Hossein Jarrahi & Paavo Ritala (2025) Rethinking AI Agents: A Principal-Agent Perspective. 
California Management Review. https://cmr.berkeley.edu/2025/07/rethinking-ai-agents-a-principal-agent-perspective/

https://cmr.berkeley.edu/2025/07/rethinking-ai-agents-a-principal-agent-perspective/


AIエージェントの諸定義 2

• 「AIエージェントとは、課題解決のため、自律的に情報を
獲得し、推論を行い、アクションを生成するAIです。大規
模言語モデルや大規模マルチモーダルモデルの知的機能を
基盤として、人や他のAIエージェントとも協力してさまざ
まな「アクション」を実行します。ネットワーク上のいわ
ゆるサイバーな環境だけでなく、現実世界のフィジカルな
環境を含めたサイバー・フィジカル環境で、さらに活躍す
る場が増えていくと期待されています。」(https://
www.aist.go.jp/aist_j/magazine/20250917.html)

https://www.aist.go.jp/aist_j/magazine/20250917.html
https://www.aist.go.jp/aist_j/magazine/20250917.html


AI セーフティ / AI アライメント

スチュアート・ラッセル (2021)『AI新生 人間互換の知能をつくる』. 松井信彦 訳. みすず書房. 

• 「…ギリシャ神話に登場する伝説の王ミダスは、自分の手に触れたもの
を何でも黄金に変える、という望み通りの能力を手に入れた。ところ
が、気がつけば自分の触れた食べ物や飲み物、更には家族さえも金に変
わってしまい、惨めに餓死する。…」(p. 140) 

• 「専門家はこのことを、「価値整合」がうまくいかずに苦労する可能性
がある、などと表現する。私たちはともすると意図せず、自分たちの目
的と完全には一致していない目的を機械に言いつけるかもしれない。私
たちは最近まで、知能を備えた機械の機能もそれがこの世界に及ぼす影
響の範囲も限定的だったおかげで、破滅を招きかねない成り行きから守
られていた…」(p. 141)



適切な権限コントロール = 安全性

1. 最小限の権限付与 

2. これが勝手に変更されないこと(と、その監視) 

• これで安全性をだいたい確保できる? 
(ここは技術の専門家のコメントをいただきたいところ)



もう少し話題を拡大すると

• 自動運転車のような、AIとフィジカルな物体・動作が一
体化した機械の設計・開発に関する問題 

• 異なった系統の技術の複合体 

• それぞれの分野の安全性についての考え方が異なる場合の
技術者の責任や義務や役割をどう考えるか 

• これについてもディスカッションできればと思います



謝辞
• この報告は以下の研究費の成果の一部を含んでいます 

• 科研費 基盤(B) 「ガバナンス型倫理を超えて：自由と寛容を
発展させる情報倫理に向けて」(24K00006, 代表 大谷卓史 ) 

• CREST「中粒度階層モデル MASS による地域システム設
計」(代表 野田五十樹) 

• 科研費 基盤(Ａ) 「 「クルマ」と「自動化するクルマ」の社
会的受容の包括的理解に向けた学際研究」(24H00330, 代
表 谷口綾子)



【講演 2】 

生成AIのしくみと倫理的側面 

 

北原 義典     
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北 原 義 典

生成AIのしくみと
倫理的側面
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自己紹介
氏名 北原 義典 （きたはら よしのり）
職歴 1981年 (株)日立製作所入社 中央研究所配属

1986年 (株)ATR視聴覚機構研究所
1993年 (株)日立製作所 研究開発推進本部
1994年 (株)日立製作所 中央研究所
2014年  東京農工大学大学院産業技術専攻 教授
2021年  東京農工大学 名誉教授

科学大、都立大、法大、拓大、明大非常勤講師兼任
学位 博士（工学）
専門 人間行動科学、技術経営、音声言語処理、認知科学
メール  ykita@cc.tuat.ac.jp
HP       
著書 「謎解き・人間行動の不思議」 講談社 ブルーバックスシリーズ

「なぜ、口べたなあの人が、相手の心を動かすのか？」 講談社
「イラストで学ぶヒューマンインタフェース」 講談社 

  「はじめての技術者倫理」 講談社
「イラストで学ぶ認知科学」 講談社 
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本日の講演の狙い

2020年前後に登場し大きな衝撃を世間に与えた
生成AI。すでに各方面で活用され、ますます期待が
高まる一方で、負の側面を懸念する声もある。AIと
はいったい何者なのか、その本質を押さえておくことが
今後のAIとの付き合い方を考えることにつながる。

機械学習型AIから生成AIまで、仕組みを
理解することによって本質を捉え、どのように

活用できるのか、どのような姿勢をもって
付き合うべきかについて考える
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